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　「野球で栗原を盛り上げたい」と話す、
栗原ベースボールクラブ総監督の中鉢さ
ん。介護施設の職員として働く傍ら、野
球への情熱を胸に、球児たちの育成と栗
原の野球環境づくりに力を注いでいます。
　中鉢さんは、小学校１年生で野球を始
め、甲子園に出場した野球強豪校に進学
し、野球一色の青春を過ごしました。高
校では、野球の技術向上だけでなく、礼
儀やあいさつ、事前準備の大切さを学び
「今の仕事にも大きく生きています」とこ
れまでの経験を振り返ります。
　また、高校時代に出会った野球部監督
の、厳しい中にも愛情がある指導に憧れ
「自分もそんな指導者になりたい」とほほ
笑みます。　
　野球で培ったこれまでの経験から、６
年前に地元の野球クラブの総監督に就任
しました。少子化が進む中で「人数を集
めれば、年齢やレベルに応じた練習で、
一人一人を育てられる」と考え、自ら市
内３つのクラブ統合を提案。２年前に実
現させ、現在のクラブが誕生しました。
　「野球をする子どもたちをもっと増や
したい」と話す中鉢さん。子どもたちの
成長を願い、これからもグラウンドに立
ち続けます。
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野球で栗原をもっと元気に
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中鉢　勝仁　さん（一迫新町）

　６月２９日（月）、金成幼稚園でサッカー教室を開催
しました。
　この催しは、ボール運動に親しみ、バランス感覚を
養おうと、県サッカー協会から講師を招き、毎年この
時期に開催しているものです。
　当日は、サッカーW杯の開催期間中と重なったこと
もあり、園児たちのサッカー熱も高く、ゲームでは園
児同士が夢中でボールを追いかけ、周囲から熱い声援
が送られました。

世界が熱狂、その熱はここにも

人・魅力・話題を満載した市民が主役の広報紙


